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開 館 時 間 10:00～17:00（最終入館は16:30まで）

休 館 日 毎週月曜日（ただし、1月9日(月)は開館し、1月10日(火)は休館とする。）

観 覧 料 大人 500円（400円） 小・中学生 200円（150円）

年間パスポート 大人 1,400円 小・中学生 500円

市 立 美 術 館
共 通 観 覧 券

大人 600円 小・中学生 200円
※青梅市立美術館と青梅市吉川英治記念館を1回ずつご利用いただける共通券です
※共通券では美術館の館蔵企画展をご覧いただけます

※（ ）内は20名以上の団体割引料金
※障がい者手帳をお持ちの方と付き添いの方1名は手帳の提示で無料
※青梅市内の小中学生は土日祝日無料

〒198-0064
東京都青梅市柚木町１丁目１０１の１
TEL 0428-74-9477 ／ FAX 0428-74-9478
指定管理者 株式会社フクシ・エンタープライズ

主催：青梅市・青梅市教育委員会 協賛：青梅信用金庫 会場:青梅市吉川英治記念館

2023年1月4日(水)～3月26日(日)

『吉野村だより』原稿 吉川英治 筆

吉野村の自宅応接間で家族と（昭和25年秋）



期 間 中 の イ ベ ン ト

【無料】

二十歳のお祝い企画

2023年1月4日(水)～1月15日(日)
2002(平成14)年4月2日～2003(平成15)年4月1日生まれの方
は、上記の期間中、当記念館を無料でご入館いただけます。

【事前申込制】

新春！季節の花生け教室

2023年1月25日(水)10：00～12：30
新春の季節のお花を使った花生け教室に参加してみませんか。

定員10名 参加費3,500円（別途入館料必要）

地域連携事業

『ひな人形展』

2023年2月18日(土)～3月21日(火・祝)
地域の方々などからお借りしたひな人形などを記念館の母屋に展示い

たします。

【事前申込制】

谷津矢車氏による講演会

2023年3月18日(土)開場10：00 開演10：30
青梅市出身の歴史小説家 谷津矢車氏をお招きして当記念館母屋にて

講演会を開催いたします。

定員25名 参加費無料（別途入館料必要）

【事前申込制】

気軽に楽しむ話芸の世界

2023年3月19日(日)14：00～14：30
地元で活躍中の講談師菊地玉雲氏をお招きして記念館母屋にて開催

いたします。

定員20名 参加費無料（別途入館料必要）

※緊急事態宣言等で急きょ中止となる場合がございます。
※新型コロナウィルス感染拡大状況により、変更が生じる場合があります。
事前にお電話や当館ホームページなどでご確認ください。
※変更があった場合は、事前に当館ホームページなどでお知らせします。
※記念館では入館前の検温、手指消毒、敷地内でのマスク着用をお願いしています。

■ＪＲ青梅線「二俣尾駅」下車徒歩約15分

■ＪＲ青梅線「青梅駅」下車⇒都営バス梅76系統

「吉野行」乗車⇒「柚木」停留所下車徒歩約１分

昭和１９(1944)年～２８(1953)年にかけて、吉野村柚木（現在の青梅市柚木町）に

居住していた文豪吉川英治は、「英治叢書」の付録の「吉野村だより」に、彼の随筆

や当時の吉野村での生活について記しています。本展示では、「吉野村だより」の直

筆原稿を展示するとともに、当時の写真や関連資料によって吉野村での英治の生活を

垣間見ます。

英治叢書 『吉野村だより 第九號』 六興出版社発行

※表面「宮本武蔵第八巻」の月報『吉野村だより』原稿が、発行時には“第九号”となり誤植と思われる。

万年橋架設記念碑建立式に出席（昭和22年6月2日）

吉野村の自宅書斎にて(昭和25年)

色紙 吉川英治作

写真提供：公益財団法人 吉川英治国民文化振興会
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